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議題3-1　「高温超伝導実用化促進技術開発」
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はじめに 
 
 
 

本書は、ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３２条に基づき研究評価委員会において

設置された「高温超電導実用化促進技術開発」（中間評価）の研究評価委員会分科会（平成

３０年９月２０日）において策定した評価報告書（案）の概要であり、ＮＥＤＯ技術委員・

技術委員会等規程第３３条の規定に基づき、第５８回研究評価委員会（平成３１年３月１８

日）にて、その評価結果について報告するものである。 
 
 

 

平成３１年３月 

 

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 

研究評価委員会「高温超電導実用化促進技術開発技術開発」分科会 
（中間評価）  

 

分科会長 伊瀬 敏史 
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「高温超電導実用化促進技術開発」（中間評価） 

評価概要（案） 

 
１．総合評価 
本事業では、これまでの高温超電導技術開発の集大成として実用化に向けた明確な技術開

発が進められている。直流電気鉄道は超電導の応用が比較的容易でありメリットも大きいこ

と、高列車密度であるというわが国の事情にも即した応用であることから適切な事業である

と考えられる。MRI についても高温超電導化は装置の小型化、省電力化に貢献し、今後の

MRI の普及・医療の高度化への寄与が期待できる。いずれも社会実装された場合の社会へ

のインパクトは非常に大きい。運輸分野、MRI のどちらも研究開発目標、スケジュール、実

施体制、進捗管理は良好である。中間目標すべてが達成済み、または本年度中に達成見込み

であり、着実に進捗している。MRI マグネットは完成すれば、世界初の高温超電導線材を

用いた冷凍機冷却アクティブシールド型 3 T マグネットであり、特筆すべき成果である。10
年後の 1.5T-MRI から 3T-MRI への置き換えを想定し、漏れ磁場、重量を変えずに置き換え

を可能にする戦略は実に明確である。MRI への応用については、超電導線材の特性劣化の

問題およびコイル保護の技術的課題はあるものの、これらがクリアできれば実用化の見通し

はある。運輸分野への応用についても、ブレイトン冷凍機の設置容積を従来の 6 分の 1 の

10 ㎥に縮小できたことは実用化に向けた大きな成果であり、鉄道き電線のために開発され

た技術は、一般の送配電システム等への応用も期待できる。 
一方、企業からの論文発表や出願特許が少なく、今後の増加が望まれる。また、鉄道き電

線の実用化に向けたロードマップを明確化して欲しい。 
今後は、海外への発信を主体的に進めるべきである。特許についても海外への出願を積極

的に進めていただきたい。また、海外市場の可能性も調査して欲しい。さらに、本プロジェ

クトで得られる成果を国際規格、基準にも反映させることを念頭に研究開発を推進して欲し

い。 
 
２．各論 
２．１ 事業の位置付け・必要性について 
本事業では、これまでの高温超電導技術開発の集大成として実用化に向けた明確な技術開

発が進められている。直流電気鉄道は超電導の応用が比較的容易でありメリットも大きいこ

と、高列車密度であるというわが国の事情にも即した応用であることから適切な事業である

と考えられる。MRI についても高温超電導化は装置の小型化、省電力化に貢献し、今後の

MRI の普及・医療の高度化への寄与が期待できる。いずれも社会実装された場合の社会へ

のインパクトは非常に大きい。超電導応用機器の市場への投入のみならず、規格化、標準化

を進めていくためには、国として戦略的に進めて行くべきであり、この意味からも NEDO
がプロジェクトを主導して推進していくことが重要である。 
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２．２ 研究開発マネジメントについて 
実用化に向けて残された課題が何かを見極め、開発目標が明確に設定されている。事業化

に近いものとして、 運輸分野の送電技術と医療用高磁場マグネット技術に注目したことは、

高温超電導技術の事業化を加速する意味で妥当である。目標に向けた適切な研究開発スケジ

ュールが設定され、概ねスケジュール通りに進捗している。本事業の実施機関は、成果の社

会実装及び事業化の主体者が選定されている。運営管理においても、送配電、MRI それぞ

れで技術委員会を設置して、方向性の確認、問題解決への検討を行っていることは、プロジ

ェクトの効率的運用に大いに貢献している。 
一方、知的財産に関する戦略は十分であるが、その取り扱い、特にその管理方法および活

用方法などについては、実施者の努力のみに任せるのではなく、NEDO も積極的に関与し、

サポートすることが望まれる。 
 
２．３ 研究開発成果について 
中間目標すべてが達成済み、または本年度中に達成見込みであり、着実に進捗している。

MRI マグネットは完成すれば、世界初の高温超電導線材を用いた冷凍機冷却アクティブシ

ールド型 3 T マグネットであり、特筆すべき成果である。非接触でのコイル劣化部位評価法

を確立した点は当初目標に無かったことであり大いに評価できる。ブレイトン冷凍機の設置

容積を従来の 6 分の 1 の 10 ㎥に縮小できたことは実用化に向けた大きな成果である。解決

すべき項目が明確となっているので、最終目標を十分に達成できる見通しが得られている。 
一方、運輸分野への応用について、発表論文が極めて少ない。特許も無い。今後は、海外

への発信を主体的に進めるべきである。特許についても海外への出願を積極的に進めていた

だきたい。また、本プロジェクトで得られる成果を規格、基準にも反映させることを念頭に

研究開発を推進して欲しい。特に、国際規格への反映を目指して欲しい。 
 
２．４ 成果の実用化に向けた取組及び見通しについて 
運輸分野への応用については、技術的な課題は少なく実用化は容易である。鉄道き電線の

ために開発された技術は、一般の送配電システム等への応用も期待できる。MRI への応用

については、10 年後の 1.5T-MRI から 3T-MRI への置き換えを想定し、漏れ磁場、重量を

変えずに置き換えを可能にする戦略は実に明確である。超電導線材の特性劣化の問題および

コイル保護の技術的課題はあるものの、これらがクリアできれば実用化の見通しはある。 
一方、鉄道き電線については何時頃を目処に開発し、市場に投入するかのマイルストーン

が明確に示されていない。早期実用化に向け、例えば DC/DC コンバータによるき電線電圧

の昇圧方式との得失の比較を行うなど、既存技術に対する優位性のアピールにも努めて欲し

い。両技術とも国内市場だけでなく、海外市場の可能性も調査すべきである。 
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評点結果〔プロジェクト全体〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価項目 平均値 素点（注） 
１．事業の位置付け・必要性について 2.8 A B A A A A 
２．研究開発マネジメントについて 2.2 B B A B B B 
３．研究開発成果について 2.3 B A B A B B 
４．成果の実用化に向けた取組及び見通

しについて 
2.2 B B A C B A 

（注）素点：各委員の評価。平均値は A=3、B=2、C=1、D=0 として事務局が 
数値に換算し算出。 

〈判定基準〉  
１．事業の位置付け・必要性について ３．研究開発成果について 
・非常に重要         →A 
・重要            →B 
・概ね妥当          →C 
・妥当性がない、又は失われた →D 

・非常によい         →A 
・よい            →B 
・概ね妥当          →C 
・妥当とはいえない      →D 

２．研究開発マネジメントについて 
 
４．成果の実用化に向けた取組及び見

通しについて 
・非常によい         →A 
・よい            →B 
・概ね適切          →C 
・適切とはいえない      →D 

・明確            →A 
・妥当            →B 
・概ね妥当          →C 
・見通しが不明        →D 

 

2.2 

2.3 

2.2 

2.8 

0.0 1.0 2.0 3.0

４．成果の実用化に向けた

取組及び見通し

３．研究開発成果

２．研究開発マネジメント

１．事業の位置付け・必要性
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